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地域の福祉を考える
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⑾　龍ヶ崎市（平成17年）『次世代育成支援行動計画～子どもと親の夢育ち・街育ち』ｐ17。
⑿　龍ヶ崎市・龍ヶ崎市社会福祉協議会（2009）『ふれあい in 龍ヶ崎（長戸小学校区）』，ｐ3
⒀　龍ヶ崎市・龍ヶ崎市社会福祉協議会（2008）『ふれあい in 龍ヶ崎（松葉小学校区）』，ｐ3
⒁　同上報告書，ｐ40
⒂　common senseの論述については，1994，木村敏（1994）『心の病理を考える』岩波新書を
参照されたい。
⒃　この記述に関しては，八木誠一の「コミュニケーションとは本来の意味では『共同体形成
行為』である」との指摘をもとにしている。八木誠一（2006）『場所論としての宗教哲学』
法藏館，ｐ26。
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